魚沼市まちづくり委員会　地域産業部会

提　案　書
1、 経過

魚沼市まちづくり委員会地域産業部会では昨年６月の部会発足以来、月１回（原則毎週第３水曜日）のペースで部会を開き、ワークショップやフリートークによる意見交換を行ってきた。

部会の開催は、夜間仕事が終わってからの時間ですので参加者の少ない日もありました。　それでも毎回事務局から次回案内にあわせて部会報告をまとめて出したので、欠席しても内容は理解いただけたと思います。
３月１１日以降、計画停電の発表により３月の部会は出来なかったが４月以降３回開催しスケジュールどおり進めてきた。

地域産業は分野が広範であり、取り組みも基本的には事業者が主体となる事から、早い段階でテーマを絞って検討する事とし、
①、農業　　②、食品加工　　③、観光　　というこの地域を代表する３つの産業にテーマを決めて進めてきた。
2、 提案書について

この１年間の活動を今回の全体会議に報告し提案を出すにあたり、今までに出された多くの意見の中から３つのテーマ毎にキイワードをまとめ、４月以降３回の部会で集約したものを提出しました。

1、 雪中貯蔵食品の開発促進
2、 魚沼の名人・達人のデータベース化

3、 地域ブランド認証機関の立ち上げ

以上３項目を提案することとし詳細は別紙提案書で説明いたします。

3、 今後の進め方について

地域産業は住民レベルでの取り組みというより、事業者が取り組むものだけに、まちづくり委員会での検討範囲は自ずから限定されたものでした。　しかしながら、部会員の中には各種団体のメンバーや商工会青年部、JA女性部のメンバーもいて、米粉の利用促進など具体的かつ積極的な意見も多く出された。

今後は提案したものをいかに実現させ、実際に活用してゆくか？が課題となります。　２年目を迎え、そうした実践的な活動に結びつけるよう部会運営に取り組んでゆきます。
